平成29年 4月
　大阪府商工労働部（大阪産業経済リサーチセンター）　

	大阪府及び近畿地区景気動向指数における採用系列の見直しについて


当センターでは、景気循環を明らかにし、景気の現状把握と将来予測を目的として、景気に敏感な指標の動きを統合した、大阪府及び近畿地区の景気動向指数を作成・公表しています。

　しかし作成開始以降、経済構造が変化していく中で、景気循環への対応が不明瞭となった指標が見られるようになりました。そのため、より的確かつ迅速な景気動向を把握することを目的として、採用系列について見直しを行い、以下のとおりに改定しました。

1. 改定の目的

○経済構造の変化を意識したデータの入れ替え
　特に、電力・ガスの自由化によって、過去との連続性がなくなったデータを変更いたしました。
○景気動向指数自体のパフォーマンスの向上
先行性、遅行性をより明確化すること。
四半期データや前年同月比をできる限り採用しないなど、使用データの計算方法を見直しました。
○地域区分の適合性

　特に、近畿地区の景気動向指数においては、労働関係のデータを採用するため、速報性との兼ね合いから、京都府・大阪府・兵庫県の3府県のデータを「近畿コア」として、系列を作成いたしました。
2. 改定の内容

　採用系列の改定の内容は、図表１－１、図表１－２（大阪府）、図表２－１、図表２－２（近畿地区）の通りです。採用する系列の数は、大阪府では先行７系列（不変）、一致７系列（不変）、遅行７系列（不変）、近畿地区では先行９系列（不変）、一致７系列（不変）、遅行６系列（１増）となりました。
　算出期間は、前回同様、DIは、大阪府では1981年4月から、近畿地区では1978年4月から、CIは、大阪府では1991年1月から、近畿地区では1988年1月からとなっています。
今回の採用系列の改定によるCIの新旧比較は、図表３－１、３－２、３－３（以上、大阪府）、図表４－１、４－２、４－３（以上、近畿地区）の通りです。CIのパフォーマンスを比較すると、数値の振幅は変更前よりも小さくなりましたが、先行性・遅行性といった各系列のパフォーマンスは向上したものとなっております。
3. 改定の時期

新しい景気動向指数による公表は、2017年4月公表分から開始します。なお今回の改定に伴い、各指数は過去に遡って変更されます。
図表　採用系列新旧対照表（大阪府）
	
	改定前
	変更
	改定後

	先行
	建設財生産指数

（逆）生産財在庫率指数

新規求人倍率

新設住宅着工戸数
日経商品指数42種（前）
企業倒産件数
（四）景気観測調査（業況判断DI、合計）
（以上7系列）
	→削除
→変更
→新規
	日経商品指数42種（原数値）
投資財生産指数

（以上7系列）

	一致
	百貨店売場面積当たり販売額（前）

大阪税関管内輸入通関額

製造工業生産指数

生産財出荷指数

関西電力大口電力使用量（製造業）

有効求人倍率
所定外労働時間指数（30人以上、製造業）

（以上7系列）
	→削除
→新規
	（逆）人件費比率（製造業）
（以上7系列）

	遅行
	製造工業在庫指数

常用雇用指数（30人、産業計）（前）

（逆）雇用保険受給者実人員

消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）（前）
実質家計消費支出（勤労者世帯）（前）
近畿信用金庫貸出約定平均金利（前）

法人事業税調定額
（以上7系列）
	→削除
→新規
	きまって支給する給与指数（30人以上、製造業）
　　（以上7系列）


※（逆）は逆サイクル、（四）は四半期データ。

　（前）は前年同月比で計算した系列で、記載のないものはX-12ARIMAを用いた季節調整値を利用。

図表１－２　採用系列の変更理由（大阪府）
	
	変更
	理由

	先行
	削除
	建設財生産指数
	下方バイアスがあり、不規則変動も多いため

	
	変更
	日経商品指数42種
	前年同月比の使用是正のため、前年同月比から原数値へと変更

	
	追加
	投資財生産指数
	データの範囲を拡大（建設財→投資財）

	一致
	削除
	関西電力大口電力使用量
	電力自由化により、データの連続性がなくなったため

	
	追加
	（逆）人件費比率
	データが一致性を有するため

	遅行
	削除
	近畿信用金庫貸出約定平均金利
	データが公表されなくなったため

	
	追加
	きまって支給する給与指数
	データが遅行性を有するため


※人件費比率　＝（常用雇用指数×きまって支給する給与指数×100）÷（製造工業生産指数×国内企業物価指数）

　常用雇用指数、きまって支給する給与指数は、規模30人以上、製造業。
図表２　採用系列新旧対応表（近畿地区）
	
	現行系列
	変更
	変更後

	先行
	（逆）鉱工業在庫率指数

（逆）鉱工業用在庫指数

新規求人数
新設住宅着工戸数
乗用車新車販売台数
（逆）企業倒産件数

日経商品指数42種（前）
（四）消費者態度指数
（四）中小企業景況調査（業況DI）
（以上9系列）
	→変更
→変更

	日経商品指数42種（原数値）
（一部四半期）消費者態度指数
　　　　　　　　　（以上9系列）

	一致
	鉱工業生産指数

鉱工業出荷指数

関西電力大口電力使用量（製造業）

有効求人倍率

百貨店売場面積当たり売上高（前）
輸入通関額（大阪税関管内＋神戸港）

大阪ガス商工業用消費量
　　（以上7系列）
	→削除
→削除
→削除

→新規

→新規

→新規
	耐久消費財出荷指数

生産財出荷指数
所定外労働時間数（近畿コア、30人以上、製造業）

　　　　　　（以上7系列）

	遅行
	第二地銀貸出約定平均金利（前）
資本財出荷指数

消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）(前)
（逆）雇用保険初回受給者数
（四、逆）完全失業率
（以上5系列）
	→削除
→新規

→新規
	実質家計消費支出（勤労者世帯）
きまって支給する給与額
（近畿コア、30人以上、製造業）
　　　（以上6系列）


※（逆）は逆サイクル、（四）は四半期データ。
近畿コアは、京都府・大阪府・兵庫県の平均（常用雇用者数でウェイト）
　（前）は前年同月比で計算した系列で、記載のないものはX-12ARIMAを用いた季節調整値を利用。
図表２－２　採用系列の変更理由（近畿地区）

	
	変更
	理由

	先行
	変更
	日経商品指数42種

消費者態度指数


	前年同月比の使用是正のために、前年同月比から原数値へと変更

月次データが公表されているため、四半期データを一部月次化
（2004年4月～）

	一致
	削除
	鉱工業出荷指数

関西電力大口電力使用量

大阪ガス商工業用消費量
	データ範囲の変更のため（鉱工業→耐久消費財、生産財）
電力自由化により、データの連続性がなくなったため

ガス自由化により、データの連続性がなくなったため

	
	追加
	耐久消費財出荷指数

生産財出荷指数

所定外労働時間数（近畿コア）
	データの一致性が強いため
データの一致性が強いため
データの一致性が強いため

	遅行
	削除
	第二地銀貸出約定平均金利
	データが公表されなくなったため

	
	追加
	実質家計消費支出

きまって支給する給与額（近畿コア）
	データが遅行性を有するため
データが遅行性を有するため


	図表３－１　先行指数（大阪）
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	図表４－１　先行指数（近畿地区）
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	図表３－２　一致指数（大阪）
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	図表４－２　一致指数（近畿地区）
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	図表３－３　遅行指数（大阪）
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	図表４－３　遅行指数（近畿地区）
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※シャドー部分は、大阪府・近畿地区それぞれの景気後退期を示す。
　グラフは、大阪府・近畿地区ともに28年12月までのデータを用いて作成した。
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